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「読解力」とは、「相手の言いたいことや気持ちを、

深く理解できる力」です。この力は、教科書の内容を

よく理解し学力を身に付けたり、友達の気持ちや考え

を受け止めて、折り合いをつけながら協力しながら生

活したりすることにもつながっています。

「読解力」を具体的に分類すると①主語述語や修飾

語被修飾語など、文を構成する要素の関係（＝係り受

け）を理解する力、②「それ」「これ」などの指示代

名詞が何を示すか（＝照応）を理解する力、2つの文

が同じ意味を表すかどうかを判断する力（＝同義文判

定）③文の構造を理解したうえで、体験や常識、その

他の様々な知識を動員して文章の意味を理解する力

（＝推論）、⑤文章と図形やグラフを比べて内容が一

致するかどうかを認識する力（＝イメージ同定）、⑥

文章で書かれた定義を読んで、それと合致する具体例

を認識する能力（＝具体同定）の６つの要素があると言われています。この６つの要素を身に付けさせていく

ために学校で取り組んでいる例をいくつか紹介します。

２年生の図工の題材に「おめんやぼうしづくり」があります。この授業では、子どもたちが説明書をもとに

作業を進めて行きます。説明書の文章や図を理解する活動をとおして、「係り受け」を理解する力や「イメー

ジ同定」、「具体同定」などの基礎を育んでいます。１年生では国語や道徳などの授業の中で、お話しと合っ

ている絵を丁寧に確認させることで「具体同定」の基礎を育んでいます。３年生では故事成語と具体的な事例

を確認しながら「具体同定」の基礎を育んだり、５年生の社会や算数で説明文とそれを表すグラフの確認をし

ながら「イメージ同定」の基礎を育んだりしています。「読解力」をしっかり身に付けさせるには、単に本を

読むのではなく、６つの要素について意図的に取り組ませることが大切であると言われています。

那須町独自の教科（ＮＡiＳＵタイム）では、人

間関係プログラム、プログラミング教育、防災教育

の３つの内容を学習しています。１月のＮＡｉＳＵ

タイムの中で、全校児童一斉に防災（不審者対応）

についての学習を行いました。

広谷地駐在所の警察官を講師に招き、不審者が授

業中に学校に入って来たと想定し、子どもたちがど

のように避難するのか、教職員は不審者にどのよう

に対応するのかを学びました。

防災教育の目的は、台風や火山の噴火、不審者の

出現などの災害が発生した時、まずは子どもたち自

信が自分の身を守れる（自助）力を身に付けさせる

ことです。自分で自分の身を守ったうえで、身近な

人を助け（共助）、さらには広く他者を助けるため

に必要なことを学んでいきます。

災害時に必ず子どもの側に大人がいるとは限りま

せん。低学年であっても、自分で自分を守る力を育

てなければなりません。また、十分な知識をもたず

に他者を助けに行くことは、混乱をまねいたりさら

なる生命の危険性を増加させることにつながってし

まいます。この学習をとおして自助、共助の基礎を

育てていきます。

読解力

防災教育 (避難訓練：不審者対応）



育てていきます。

２月は来年度に向けてＰＴＡ組織の準

備を進めて行く時期となります。本校の

ＰＴＡについて改めて紹介します。

○ＰＴＡとは

保護者と先生が一緒に子どもたちの健

全な成長のために活動する集まりです。

○だれがするの

全員参加。ひとりひとりができること

を協力しあい、お互いの思いやりで活動

していく。ただ、仕事や家庭の都合で参

加度合いが違うのは当然。無理のない範

１月は、学校運営協議会において評価部で実

施した児童及び保護者アンケート結果を熟議す

る予定でした。栃木県に発令された緊急事態宣

言を受け延期となってしまいましたが、評価部

としてアンケー結果を考察し、熟議の準備をす

すめてもらっています。

また、ボランティアによる本の読み聞かせは、

緊急事態宣言の発令前でしたので予定どおり実

施していただきました。

2月15,16日には家庭科（5年生)の授業でミシ

ンボランティアに、2月18日には本の読み聞か

せボランティアに入っていただく予定です。

ＰＴＡ活動 (組織づくり）

○総務部の結成

総務部は、会長(1)、副会長(3)、書記(学校1)、会計(PTA2、学校1)で構成されます。※会長、副会長、会計

の募集を行い、選考委員会で選出し、総会(例年4月)で承認を受け決定します。

○専門部の結成

専門部は指導部、事業部、保健体育部、広報部の４つで構成されます。各部の役員は、地区理事(20名)と学

年部長・副部長があたります。

地区理事は地区ごとに（2月中旬までに）選出してもらいます。

○学年部の結成

学年部会の時(2月）に次年度の役員を選出します。※１年生は新入学児童保護者会時

学年部会は、同じ学齢期の子をもつ保護者の集まりです。保護者同士が子どもをと

りまく色々な情報を共有し、子どもたちの成長を支えていくことが活動の中心となり

ます。

例えば、家庭での勉強時間、子どもたちの間で流行っているゲームの種類、子ども

との会話で気になっていることなどを部会の時に話題として取り上げ、保護者として

共通して取り組んでいく内容を確認したり、兄弟がいる保護者の方に昨年までの運動

会などの学校行事等で学校からのお知らせ以外に知りたい情報を確認したりすること

などがあげられます。

さらに、保護者同士の親睦を深めたり、教養を深めるために学年部会として研修会

や講習会等を開催することも可能です。講師などの相談は本校教頭（渡邉）が窓口と

なりますので気軽にお声かけください。

ＰＴＡ活動 (学年部会）

コミュニティー・スクール（学校運営協議会制度）の活動について

囲で気軽に参加してもらう。






